
　当院には今年度18団体約119名のボランティ
アの方が活動をしてくださっております。私
にとって、北陸病院は国立病院機構に於いて
6施設目の病院ですが、北陸病院ほど多くの
ボランティアのかた方に支えられている施設
は初めてで、驚きました。
　辞書によると、「ボランティア活動は、古典
的な定義では自発（自主）性、無償（無給）性、
利他（社会、公共、公益）性に基づく活動と
されるが、今日ではこれらに先駆（先見、創造、
開拓）性を加えた4つをボランティア活動の
柱とする場合が一般的となっている」とのこ
とです。皆様はどういう意義でボランティア
をされているかと思いつつ、どうしてこのよ
うに多くの方々が集まってきていただけてい
るのか、不思議に思うと共に、たいへん感謝
いたしております。聞くところによれば、地
域連携室の努力や当院の職員のOBもボランテ
ィアの力の源であるようです。そのような中、
先日、盆踊りの機会にボランティアの方々を
招いて感謝の会を催しました。
　今回は、先日の感謝会では言い表せなかっ
た言葉を各病棟の師長さん方より、集めてみ
ました。

笠舞乱華：いつも表情が乏しい患者様が、歌や踊りを見
てわずかですが嬉しそうな表情にかわります。そんな患
者様の様子を見て私たちも元気をもらうことができてい
ます。　　　　　　　　　　　　　 （1病棟　山田師長）
ナントハーモニー：ハーモニカの演奏を聴きながら、患
者さんが歌ったり、手拍子をしていました。笑顔でした。
ありがとうございました。　　　　 （3病棟　堂前師長）
重心病棟の患者さんは、ナントハーモニーの皆さんの演
奏に手拍子や身体をゆすってあわせ、嬉しそうにしてい
ました。　　　　　　　　　（ひまわり病棟　山形師長）
かおる会：すてきな衣装と踊りで楽しませて下さり、あ
りがとうございます。皆様のあたたかい心が伝わってき
ます。　　　　　　　　　　　　　 （5病棟　柿島師長）
盆踊りでは皆さんの素敵な笑顔、息のあった踊り、患者
さんも笑顔で盆踊りに参加できました。
　　　　　　　　　　　　　（わかくさ病棟　増山師長）
法話：6病棟では法話会は年2回開催され、今までの生
き方を振り返り、今後を考える機会になっています。デ
イケアにも毎月お越しいただいております。
　　　　　　　　　　　　　　　　 （6病棟　水上師長）
あじさいの会・すみれグループ：あじさいの会・すみれ
グループの皆様には患者様のお茶の葉を袋詰めしてもら
っています。毎回箱一杯に袋詰めしてもらっています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（外来　南師長）
植木屋：病院に入るときれいに刈り整った庭でとても気
持ちが爽やかになります。私たちの美化作業ではこのよ
うにうまくはいきません。　　　（医療安全　中谷師長）
このほか、法律相談会・富山ダルク・生け花・語り部ひ
まわりの会・民謡踊り・手芸・合歓の木・小学生慰問ボ
ランティア等大勢のボランティアの方々に北陸病院は支
えていただいていることに驚き、とても嬉しく思います。
　　　　　　　　　　　　　　　（副総看護師長　西村）
　ボランティアの方々のたゆまぬ力で日常が
支えられていることにあらためて感謝いたし
ます。また、いつまでもボランティアの方々
が集まっていただける北陸病院でありつづけ
られるよう私たち職員も頑張っていきたいと
存じます。
　　　　　　　　　（総看護師長　菅野和子）
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外来担当医表

精神科・神経科（初診）

精神科・神経科（再診）

神経内科

内　　科

市川・坂本

石崎・立脇

吉田

戸部

坂本・市川

白石・池田

小竹

渡辺

古田

細川

白石・坂本

村田・立脇

吉田

戸部

古田 ※②

戸部

石崎・村田

市川・池田

吉田

大浦

古田

細川・白石

池田・立脇

小竹

戸部

専
門
外
来

睡眠（初診）

睡眠（再診）

もの忘れ

パーキンソン病

物質使用障害

重症心身障害

月 火 水 木 金

●受付・診療時間・・・ 8:30～11:30
　①診察は全て事前予約制となっております。地域医療連携室にご相談ください。
　②睡眠外来ではセカンドオピニオンも実施しています。 （水曜日午後）

 【地域医療連携室  直通電話】0763-62-1950
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【交通アクセス】

◆交通機関
　JR城端線、城端駅より、タクシーで約5分。

◆高速道路
　東海北陸自動車道、福光ICより約5分。

◆南砺市コミュニティーバス
　JR城端駅・福光駅より出ています。
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インターンシップを受けて

　7月30日～8月31日の間、夏休みを利用したインターンシップ（職場体験）を開催しました。
富山病院附属看護学校、金沢医療センター附属金沢看護学校、高岡医師会看護学校から計23名
の学生さんが参加していただきました。
　貴重な夏休み期間に1週間から長い人では1か月間、看護師と
ともに患者さまのお世話や、ウェルカム講演を聞いて頂き
ました。参加の学生さんからは実習とは違った体験がで
き勉強になったと喜んでもらえました。北陸病院をより
知っていただく機会として今後も企画していきたいと思
います。　　　　　　　　　 

副総看護師長　西村富貴子
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